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５　背景と目的 

高知県の人工林はスギ、ヒノキともに大径化が進み、今後更なる大径材の増加が予測される。

しかしその需要は低迷しており、有効な利用拡大策が求められている。一方でツーバイフォー建

築における構造材（枠組壁工法構造用製材）が、平成27年のJAS改正により、国産材（ヒノキ、

スギ、カラマツ）の基準強度が設定されたことなど、ツーバイフォー工法利用への道が大きく開

けたことから、これまで北米から輸入された木材（SPF材）が主体であった部材（枠組壁工法構

造用製材）を国産材に転換する取り組みが全国的に進められている。高知県においても令和５年

に、県内初の枠組壁工法構造用製材のJAS認証工場が誕生し、今後生産の増加が予測される県産

大径材の有効な選択肢の一つとして期待される。 

本研究では、県産大径材から枠組壁工法構造用製材を採材し、その品質性能を検証することを

目的とした。 

 

６　到達目標 

1) 大径材の品質・形状と枠組壁工法構造用製材の採材方法の把握 

2) 枠組壁工法構造用製材の寸法型式と大径材の木取り位置が製品等級に及ぼす影響の把握 

 

７　要望課題との関連 

 

８　既往の研究成果の概要 

スギ大径材から採材した枠組壁工法構造用製材の等級と強度的性質（2017 森林総合研究所） 

 

 (大項目) 木材産業のイノベーション

 １ 課 題 名 (小項目) 大径材の利用促進

 (課題名) 高知県産の枠組壁工法構造用製材の品質性能に関する研究

 ２ 研究期間 令和6年度～8年度 ３ 担 当 者 資源利用課　盛田

 ４ 研 究 費  令和6年度  1,064  （(国) 0  (一) 1,064  (諸) 0  ）

 （千円） 令和7年度　1,406　（(国) 0  (一) 1,406  (諸) 0  ）

 令和8年度　1,328　（(国) 0  (一) 1,328　(諸) 0  ）

 計　　 3,798  （(国) 0  (一) 3,798  (諸) 0  ）

 要 望 提 出 機 関 名 要 望 課 題 名

 
一般社団法人　高知県木材協会

高知県産原木から得られる 

枠組壁工法構造用製材の品質性能評価



 

９　研究結果の概要 

1) スギツーバイ材（204、206、208、210）の製造工程（丸太、製材後、乾燥後、仕上げ後）
における品質性能の確認試験を実施した。今回は大径の丸太（径級34～36、40～42）を用い
て試験を行った。ほとんどの製品において、通常要求されるJASの品質基準（甲種2級）を満
たすことができていた（令6）。 

2)　スギ、ヒノキを床梁に用いた場合の床梁間隔を、一般的なSPF210の場合と比較し、施工時
に必要となる床梁の数量について検討した。210での比較ではヒノキがSPFと同等の間隔とな
った。406ではスギ、ヒノキともSPF210よりも狭い間隔となったが、408ではヒノキの間隔が
SPF210よりも広く設定でき、ヒノキ408の優位性が示された（令7）。 

 

10　研究年次計画 

 

11　当年度研究実施計画 

丸太の調査、枠組壁工法構造用製材（甲種）の品質性能試験 

12　協力・共同機関 

協力： 嶺北林材(協)、(株)中成、(一社)高知県木材協会、日本ツーバイフォー建築協会加
入工務店 

13　産業振興計画との関連 

　　柱 2 木材産業のイノベーション (1)大径材の利用促進　関連

 
試　験　計　画

 

 
試 験 項 目・試 験 内 容 試験年度

  

1. 丸太の調査 

1) 基本調査 

末口径、元口径、材長、細り、末口年輪数、ヤング係数、曲がり、
目まわり、腐れ、虫食い 

2) 製材調査 

製材方法、木取り、歩留り 

 

2. 枠組壁工法構造用製材（甲種）の品質性能試験 

1) 目視等級区分試験 

節、曲がり、反り、ねじれ、繊維走向傾斜、丸身、腐れ 

2) 機械等級区分試験 

動的ヤング測定、曲げ試験
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